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教育情報誌

2016（平成28）年12月１日 第239号 標津町教育委員会 ☎0153-82-2900

　町教育委員会では、町内各小学校と町内の若手酪農
家団体「標津町４Hクラブ」と連携し、ふるさと学習
として酪農体験学習を実施しています。
　例年、標津町４Hクラブが講師となり、酪農講話や
酪農家の一日の仕事を運動会形式にした酪農運動会、標津牛乳を使用したアイスクリーム作りを実施して
います。
　今回、川北小学校で初めての試みとして擬似搾乳体験ができる「モデルカウ」を使用し、搾乳の体験を実施。
参加した児童は、初めての乳搾りに苦戦しながらも、牛乳瓶１本分の牛乳を一生懸命絞り終え、次の出番
児童にコツをレクチャーする場面も。
　最後には、標津町４Hクラブ井上会長から「親牛が子牛のために毎日牛乳を出している。毎日みんなが
飲んでいる牛乳は子牛のための牛乳です。アイスやチーズなどを食べられるのも、親牛から牛乳を頂いて
いるから。牛に感謝の気持ちを持って食べてもらいたい」と説明を受け、牛や酪農家への感謝の気持ちを
持ちながら、アイスクリームを味わいました。
　今後も、基幹産業の酪農や漁業の体験学習をおこない、学習をとおして地域の方々とのコミュニケーショ
ンや住んでいるまちを知ること、好きになることを重点として、ふるさと学習を実施していきます。

★詳しくは町生涯学習センターあすぱる（☎82-2900）までお気軽にお問合せください

「モデルカウ」で乳搾りに挑戦する児童

酪農 体験学習
～モデルカウで乳搾りに挑戦～

ふるさと教育

フロー図

酪農家の一日の仕事を運動会形式で体験してもらうものです。

エサを
２キロ計量

搾乳体験

スタート
地点

※スタート地点では酪農家
の服装である、ツナギと長
靴、帽子、軍手を着用。これ
がバトンの扱いになる。

※バケツとシャベルを使用
し、牛の１食分の食事とな
る、配合飼料を２ｋｇ計量す
る。計測後は、モデルカウ
の目の前にえさを運ぶ。

牛乳瓶１本分絞搾る

計量場所
まで走る

エサを
運ぶ
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　町文化祭の芸能発表の中でおこなわれた町内弁論大会にて、水上紗羅さん（川北中学校３年）が、北方
領土返還についての様々な観点から想いを主張し、最優秀賞に輝きました。
　水上さんは、北方領土交流事業で元島民三世・四世の方々から、聞いた話を基に、元島民と現在住んで
いるロシア人にとって北方領土は同じふるさとであると考えました。
　どちらも傷つかず、悲しい過去が繰り返されないように、北方領土の共存が、元島民と現島民にとって
一番良いのではないかと主張しました。

　「北方領土は日本固有の領土です。」
　私達は、この言葉をどれだけ使い、どれだけ聞いてきたのでしょうか。
　このたった一言からも北方領土返還の現状がみえてきます。北方領土が日本固
有の領土ということを知ったのは、小学生のときでした。そのときは何の感情も
なく、表面上の知識だけ。ただ日本の歴史にそういうことがあった、という認識

だけでした。歴史上のできごとであり、自分には何の関係もない、そんな風に思っていました。
　あるとき、社会科見学で、北方領土、元島民の方の講義を聞く機会がありました。私はそのとき、胸が
しめつけられるような思いをしたのを今でも覚えています。ロシア兵がいきなり家に来て、気に入ったも
のをもっていく。こんなことは、あってはならないことです。私はこのとき「ロシアはひどい」「相手のこ
とを考えない、なんて残酷な行為だ」と思いました。
　そして、今年の夏休みに北方少年交流事業がありました。元島民三世・四世の人や北方領土問題に関心
がある関東の学生と交流をしました。そこでは、北方領土についてたくさんのことを話しました。交流を
深めるうちに、こんな言葉が多く飛び交うようになりました。
　「北方領土は返還してほしい。けれど、ロシアの人たちがやったようなことをして悲しませたくない。」
　私はこの言葉を聞いて、考え方が大きく変わりました。ただ一方的に返還を要求するのではなく相手の国、
ロシアのことも考えた意見に共感しました。「北方領土に住むロシア人」「今は事情があって島に帰れない
元島民の方」どちらも故郷は同じ北方領土ということは忘れてはいけません。
　今の私は、北方領土を返還してもらうのではなく、ロシア人と日本人で共有することが一番いいと思っ
ています。「元島民の方は故郷に戻ることができ、ロシアの人も今までと同じように北方領土に住むことが
できる。」現実的には難しい考えなのかもしれません。ですが、日本人とロシア人、誰も傷つくことがあり
ません。両国の国交も活発になると思います。どちらかが傷つき、悲しい歴史が繰り返されることは、絶
対に起きてはいけないことです。だから、私は共有するという考えをこれからも持ち続けていきたいです。
　元島民の高齢化が進む中、いまだ解決の糸口さえ見つかっていない北方領土問題。私達は、北方領土問
題を後世に伝えていかなければいけません。そして、北方領土に対する意見を発信し、問題解決の希望の
光を絶やさないようにすることが大切です。そのときには、自分達のことだけではなく、北方領土に住ん
でいるロシア人のことも考えなくてはいけません。私は北方領土問題早期解決のため、自分の意見を発信し、
北方領土問題解決事業などに積極的に参加していきます。そして元島民の方が一日でも早く島に帰れるこ
とを強く、強く願っています。

標津町文化祭弁論大会 
　　　～北方領土はお互いのふるさと～

「返還への想い」 川北中学校３年　水上　紗羅

★詳しくは町生涯学習センターあすぱる（☎82-2900）までお気軽にお問合せください
※町文化祭についての詳細は、広報しべつ１２月号に掲載されています。
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　しべつ未来塾は、町内在住の20歳代から40歳未
満の若者が集い、異業種青年同士のネットワークづ
くりや各種情報共有を通して、今後の本町のまちを
どう元気付けるか、故郷に生きる人づくり等を若者
の視点で考え、行動できるスキルを身に付けること
と人脈を築けるよう活動をしていています。
　最終年となる今年度は、これまでの研修や志を同
じくする団体等との「つながり」を大切にしながら、
土谷悠介塾長を中心とする塾生の合意形成と連携の
もと、標津中学校のキャリア学習講師や近隣の活性化団体、札幌市の若者まちづくりNPO法人との情報交
換など、今後の連携を深めました。
　特に、町内の児童・生徒への愛郷心の醸成やまち・人・仕事を知ってもらい、本町の素晴らしい地域資
源を再認識していただく活動や、未来塾の活動と本町に関するイベント等の情報発信をFacebookで広く
発信するする取り組みを継続しています。皆さんも一度「しべつ未来塾」のFacebookをご覧下さい。（下
記QRコード）

　また、先月末には元サッカー選手を招聘したトー
クイベントやサッカー教室を開催。塾生自ら提案し
て企画・交渉・運営までを行い開催するとともに、
本塾の活動内容も地域の方に広く知っていただきた
いところです。今後も、これまでの人脈でつながっ
た方々や様々な研修・セミナーをとおしたスキル
を、各場面でまちへ還元してく予定です。

　町教育委員会では、町内の小中学校、高校の児童会・生徒会等が一堂に会して、各学校の取り組み
や日頃抱えている成果や課題を発表し合い交流する会議を開催します。「開かれた学校や地域と共に
子どもを育み見守っていく」ため、地域住民の皆さんにも広くご参加していただき、連携づくりの気
運を高めるものです。どなたでもご入場いただけますので、ぜひお越し下さい。

◆日　時：平成28年12月17日㈯　８時45分～11時00分
◆会　場：標津町生涯学習センターあすぱる　多目的ホール
◆日　程：①開会式（8：45〜8：55）　②各校の取組み等の発表（8：55～9：30）
　　　　　③グループ協議（9：30～10：15）　④全体会（10:15～10:45）
　　　　　⑤講評（10:45～11:00）
◆ 問い合わせ先：標津町生涯学習センター（☎82－2900）

「すごしやすい学校づくり子ども会議」のご案内

しべつ未来塾 の活動

羅臼の方々等を交えて行った岸川政之氏・未来塾セミナー

講師役で参加した標津中学校でのキャリア学習

主催：町教育委員会
主管：町教育研究所

「しべつ未来塾」のFacebook
◀QRコード
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「いじめ・ネットトラブル根絶！
メッセージコンクール」
根室管内　入賞作品の紹介

ネットトラブルの根絶部門

いじめの根絶部門

●小学生の部
　◆最優秀賞　川北小学校５年　韮澤　麻央
　　「ワンクリック　本当にいいの!?　考えて」
　◆優秀賞　川北小学校５年　外館　朔也
　　「「ちょっとだけ」　その一文は　重いつみ」
　◆奨励賞　川北小学校5年　竹田　来生
　　「書きこみは　簡単だけど　消せないよ」
　◆奨励賞　川北小学校5年　小松アナイ
　　「ネットでは　うった一言　深いきず」
●中学生の部
　◆最優秀賞　標津中学校3年　安住　友伽
　　「君らしく　使いこなそう　スマートフォン」

標津小学校　６年　木村　生美
標津小学校　６年　竹野　詩織
標津小学校　６年　古市日向花

標津小学校６年　品川　真彩
川北小学校６年　小野巧士郎
川北小学校６年　吉田　聖奈

本年度も「いじめ・ネットトラブル根絶！メ
ッセージコンクール（主催：北海道いじめ問
題対策連絡協議会）」が行われ、根室管内にて
優秀な成績を収めた作品を紹介します。

ポスター部門

ポスター部門

◆小学生の部
　最優秀賞◆

◆高校生の部
　最優秀賞◆

◆小学生の部　優秀賞◆

◆小学生の部　最優秀賞◆ ◆小学生の部　優秀賞◆

◆ポスター部門　奨励賞◆

ポスター部門
◆奨励賞◆

標津小学校６年　三浦　　空

川北小学校６年　大圃もも花 標津小学校６年　檜森　春菜

標津小学校６年
渡部　佑菜

標津高等学校
３年

小室　冴佳

標語部門
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　◆奨励賞　標津中学校1年　山口　莉歩
　　「気をつけて　ワンクリックに　落とし穴」
　◆奨励賞　川北中学校3年　桜井真由美
　　「気をつけて　ネットワークは　世界中」
　◆奨励賞　川北中学校3年　冨田志帆美
　　「好奇心　開いていいの　そのサイト」
●高校生の部
　◆最優秀賞　標津高校3年　工藤　楓香
　　「出会い系　破滅と危険に　出会う場所」
　◆奨励賞　標津高校2年　伊藤　匡哉
　　「メッセージ　自分で止めよう　負の連鎖」
　◆奨励賞　標津高校3年　中田　絵利子
　　「軽はずみ　消しても消えない　その言葉」

●小学生の部
　◆奨励賞　標津小学校４年　𠮷江　輝貴　
　　「やめようよ　言えるゆうきが　大切だ」
●中学生の部
　◆奨励賞　川北中学校３年　桜井真由美
　　「ごまかさず　自分の心　見直そう」

標
語
部
門

●高校生の部
　◆優秀賞　標津高校１年　田中　智基　
　　「大丈夫?　その一言で　救われる」
　◆奨励賞　標津高校２年　大立目優香
　　「もうやめて　勇気の一歩　踏み出そう」
　◆奨励賞　標津高校３年　麻地　理加
　　「消えてゆく 自分の信頼　親友（なかま）たち」

※全道審査
最優秀賞
受賞
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　今年も小学６年生と中学３年生を対象に実施されている全国・学力・学習状況調査が４
月に実施され、このほどその結果が公表されました。標津町でも、全ての小学校・中学校
で実施されました。

平成28年度 全国学力状況調査に見る
　標津の子どもの学力の姿

さて、標津町の結果はどうでしょう？

〈国語Ａ〉全国平均をやや上回る
〈国語Ｂ〉全国平均をやや上回る
〈算数Ａ〉全国平均をやや上回る
〈算数Ｂ〉全国平均と同様（全道平均をやや上回る）
　　　　　健闘しています。

〈国語Ａ〉全国平均を大きく上回る
〈国語Ｂ〉全国平均を大きく上回る

▶小学生の結果は…

▶一方、中学生は…

　これを子どものサイドから見てみますと、町
内の小学生は、全教科とも全国平均をほぼ上回
り、かなり安定した結果となりました。ただ今
回は、教科によって学校(学級)差が若干あるこ
とも指摘されます。

●��１日１時間以上家庭学習をすると答えた割合が昨年
より１割増で過半数を超え、着実に前進しています。

●�学校生活では、チャレンジテストをはじめ様々な時空間を活用したり、授業でのノートのとり方や聞
く・話すなどの学習規律をはじめ、家庭での生活リズム・チェックなどを着実に積み上げながら取り
組み、まさしくこうした粘り強い努力が裏打ちされたものと言えそうです。

ちなみに町全体での学習状況調査では

 町内の中学生は、全体の教科平均では〈数学Ａ〉を除き全国平均を超えました。

〈国語Ａ・Ｂ〉は高いレベルとなりました。
〈数学Ａ〉�は全国平均に届かず（全道平均とほぼ同様）。
〈数学Ｂ〉は、全国平均をやや上回りました。

　また、中学３年生が、小学６年生当時の３年前（平成25年度）には〈国語Ａ〉が全国平均を超え、
それ以外は全道平均を「やや上回る」という結果でした。この３ヵ年の経過期間中における小・中一
貫教育の連携のあり方や育て方をより一層検証・分析して改善を図り、更なる実り多きものに変えて
いくことが大切です。

数学に限り、学校差の著しく
開いた傾向が指摘されます。

〈数学Ａ〉全国平均をやや下回る（全道平均とほぼ同様）
〈数学Ｂ〉全国平均をやや上回る
　　　　　健闘しています。

全国学力テストが行われました

小学生  全国を上回る  中学生  数学苦手傾向
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※�尚、各学校別の全国・全道平均との
比較グラフをご覧になりたい方は、
各学校の「学校便り」10月発行分を
中心に掲載しています。

標津小中学校、
全国・全道との

比較図

次は学習状況調査の結果です。本町としては、前年度と比べ、プラスの傾向性が示されています。

◇ 全国学力テストと同時に行われた学習状況調査から ◇

平日
での 家庭学習の時間　やや改善の兆し

★小学６年生
　「普段（１日当り）の学習時間」は、〈１時間～３時間未満〉が５割前後となっ
ています。ただ、その中で〈２時間以上〉はまだ１割弱にとどまり、〈１時間～
２時間未満）では全国平均よりも比較的高い数値を示していて、今後は〈２時間
以上〉への軸足の移行が期待されます。

★中学３年生
　「普段（１日当り）の学習時間」は、前年が５割だった〈30分より少ない〉と〈全くしない〉は２
割強まで半減し、その代わり〈30分～３時間未満〉が７割強となり、やや改善傾向の兆しはあるも
のの依然として部活動時間を反映しています。
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土日
での 勉強時間　意欲の表れが徐々に…

★小学６年生
　「土・日の学習時間」は、昨年の〈30分～１時間〉がほぼ５割前後だったのに
比べて、それが今年は４割に減り、さらには〈１時間～２時間〉が４割となり、〈２
時間以上〉を含めると６割にも達します。

★中学３年生
　昨年の〈30分～１時間〉が６割強を示していたのが、今年は５割弱になり、その代わり〈１時間
～２時間〉が３割強で、〈２時間～４時間以上〉も少しずつ増えています。

普段の
過ごし方 依然、目立つ「テレビ・DVD等」　志向

★小学６年生
　全国平均と比較してその差が目立つ項目では、「普段の日のテレビ・ビデ
オやDVD視聴について」です。具体的には、〈２時間～４時間〉では、依
然として６割強（全国は５割強）を示しています。

★中学３年生
　中学３年生も普段の日の目立つ項目としては、同様に５割強（全国は５割弱）を示しています。そ
の他、「ゲーム志向」についても、小中共に数値自体は「テレビ・DVD等」よりプレーする時間枠自
体はやや低めですが、ほぼ同様の傾向を表しています。

キャリア教育に着目してみると…

上記の内容から

★小学６年生
　「自分には、よいところがあると思いますか」は、全国・全道平均と比べ
てかなり高く、「将来の夢や目標を持っていますか」も同じ傾向にあり、相
互に一貫性を堅持しています。

★中学３年生
　中学３年生では、「自分には、よいところがあると思いますか」は、全国・全道よりもかなり低く、
「将来の夢や目標を持っていますか」でもやや低く、小学６年生とは全く対照的な傾向のようです。
　「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦しますか」は、全国・全道とほぼ同様に高い小学６年生
に比べると、中学３年生はかなり低い数値を示しています。これは、自己実現や社会性を身につける
上で極めて消極的な表れとしても受け止められます。

　小学６年生ならではの前向きな姿勢をさらに伸ばすとともに、
中学３年生の改善に向けては、学校・家庭・地域が連携・協力体
制を一層強め支え合うことにより、更なる健全育成を着実に図っ
ていかねばなりません。
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　秋はイベントが目白押し。この原稿を書いてい
る現在、あすぱるでは文化の秋最後の大きなイベ
ント「造形まつり」が行われています。「造形ま
つり」は幼稚園・保育園の子どもたちから高校生
までの図工・美術・総合学習などの成果を一堂に
展示して、子どもたちが授業などで観覧するほ
か、誰でも見学できるというイベント。
　これ、普通のことのようにやっていますけど、
珍しいですよね。小学生が高校生の作品を意識し
て見られる機会なんて、標津に来て初めて見まし
た。上級生にとっては自分が数年前にやったこと
を思い出せるし、下級生にとっては上級生の活動
を見てわくわくできる。大人が町の子どもたちの
活動を見守る、良い機会にもなっています。
　何度も展示をするのは大変であるはずなのに、
こうした作品を介した交流の機会が続けられてい
るのはすてきなこと。将来形を変えるとしても、
続けていけたらよいですね。

造形まつり会場

事業・行事名 期　　日 時　間 対　象 会　　場

競 技 力 向 上 講 習 会
「トレーニングクリニック」 12/2 16:30～ 小中高校生 総 合 体 育 館

スポーツゲームスイン標津
「健康・体力づくり講習会」 12/2 19:00～ 一般 あ す ぱ る

子 ど も 体 力 測 定 会 12/3 9:30～ 小中学生 総 合 体 育 館

第１１回標津オープン
バスケットボール大会 12/4 9:00～ 中高一般 総 合 体 育 館

ス ポ ー ツ 体 験 教 室 12/5、12、19
1/23、30 16:00～ 小中学生 総 合 体 育 館

ファミリー卓球教室 12/7、9、14、
16 19:00～ 小中高一般 総 合 体 育 館

日 ハ ム 後 援 会
選 手 交 流 会 12/9 18:00～ 小中高一般 あ す ぱ る

第 ３ ９ 回 秋 季
町 民 卓 球 大 会 12/11 9:00～ 小中高一般 総 合 体 育 館

第４０回町東西対抗
剣 道 大 会 12/11 9:00～ 小中高一般 鳩ヶ丘体育館

体 組 成 計 か ら だ
チ ェ ッ ク デ ー 12/13、1/17 10:00～

18:00～ 一般 総 合 体 育 館

す ご し や す い
学校づくり子ども会議 12/17 8:45～ 小中高 あ す ぱ る

第 １ ２ 回 支 部 長 杯
卓 球 大 会 12/18 9:00～ 小中高一般 総 合 体 育 館

標 津 町 成 人 式 1/7 13:00～ 一般 あ す ぱ る

スピードスケート講習会 1/10、11 14:00～
9:00～ 小中高一般 町 営 リ ン ク

新春書初め大会（標津） 1/11 13:00～ 幼小中 文 化 ホ ー ル

新春書初め大会（川北） 1/11 13:00～ 幼小中 川北生涯学習
セ ン タ ー

鮭 に ま つ わ る 写 真
ワ ー ク シ ョ ッ プ 1/11、12 ２日間 中高生 あ す ぱ る 他

川 北 高 齢 者 学 級 1/13 10:00～ 会員 川 北 し ら
か ば 会 館

初心者スケート教室 1/14、21 13:30～
15:00～ 幼児 川 北 リ ン ク

町 営 リ ン ク

第１３回道東小・中学生
距離別スケート選手権大会 1/15 9:00～ 小中高一般 町 営 リ ン ク

サイエンスフェア（冬） 1/21 10:00～ 保幼小中 あ す ぱ る

第１３回標津オープン
卓球フェスティバル 1/29 9:00～ 小中高一般 総 合 体 育 館

イベント情報（12・１月分）

※作品の展示について急きょ変更することがございますのでご了承ください。 

あすぱる所蔵品
作品展
場所:あすぱる
　　　展示コーナー

12月・１月のお知らせ

12 月展示
作　　品 作　　者

初冬　忠類川 細　見　　　浩
氷上の白鳥 北　岡　文　雄
廃屋の庭 清　水　克　美

１月展示
作　　品 作　　者
冬の坂道 大井戸　百合子

おおはくちょうの空 手　嶋　圭三郎
ERP 一　原　有　徳

（敬称略）

12月展示作品
『おおはくちょうの空』

地域おこし
協力隊

第３回目

の

ふるさと発掘！
文化の秋

標津町みつけた！
QRコード

★詳しくは町生涯学習センター
あすぱる（☎82-2900）へ
お気軽にお問合せください


